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1. 生涯学習センターがさらに使いやすくなりました 

生涯学習センターでは、生きがいづくり、住民主体のまちづくり、地域リーダーの育成な

どを目的に、研修室や会議室等の貸出しや学習機会の提供等を行っています。市民の皆さま

にとってより使いやすい施設となるよう、日々改善に努めています。最近の主な改善点は、

次のとおりです。（１）及び（３）～（４）は、婦人会館も該当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 施設使用にあたって 

生涯学習センター及び婦人会館の研修室や会議室等の使用には、個人を含め事前に使用者

登録（無料）が必要になります。各センターの窓口で受付けています。 

ID 記載の登録済証の交付を受けると、パソコンやスマートフォンから施設の空き状況を

確認でき、パスワードを有する団体は自ら予約をすることができます。このほか電話や来館

による予約もできますが、その際にも ID が必要となりますので、注意をしてください。 

 

3. 使用者登録とＩＤ 

①  使用者登録の際には、団体にあっては団体名、所在地、代表者氏名・住所、責任者氏

名・住所、連絡先・発足年月日・使用目的をご記入いただくほか、代表者又は使用責任

者の本人確認ができるもの（運転免許証・健康保険証等）の提示が必要です。また、使

用料（冷暖房使用料は除きます。）の減免対象団体は、団体の概要や活動内容がわかる

書類（会則・定款・事業計画等）を提出のうえ減免申請ができます。団体が自ら予約を

する場合は、ID の他にパスワード（e メールアドレスは任意です。）が必要です。個人

使用にあっては、氏名・住所・連絡先等をご記入いただくほか、本人確認ができるもの

の提示が必要です。個人は、使用料減免の対象外です。 

②  ID の交付は、1 使用者につき 1 つです。ただし、団体代表者が個人使用をする場合

は、団体と個人の２つのＩＤが付与されます。 

③ 登録内容に変更が生じた場合は、すみやかに変更の手続きを行ってください。 

④ ID とパスワードは、関係者以外には知られないよう大切に管理してください。市から

ID とパスワードをお問合せすることはありません。市は、ID・パスワードに関連して

（１） 研修室等の使用に当たり、申請書を原則廃止します。スマートフォンや電話、 

来館等による予約をもって、使用申請手続きは完了します。ただし、大ホール、市 

民ギャラリー、展示コーナー、舞台ホール、体育施設の使用申請書は、引き続き必 

要です。【令和４年４月使用分（１月の申請分）から】 

（２） 学習塾の教室や民間企業による営業会議などの営利を伴う活動や個人の学習 

等も、生涯学習センター（婦人会館を除く）を使用できます。（３～５㌻）。 

ただし、売買等を主目的とした使用はできません。【令和３年４月から】 

（３） 少人数の団体でも、使用の３月前から予約が可能です。【令和３年４月から】 

（４） 使用料の減免団体の定期の更新手続きは不要です。【令和３年１２月から】 

（５）予約後の事前来館は不要です。使用料も当日支払いです。 
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生じた損害については、一切の責任を負いません。 

⑤ ご自分の ID・パスワードのお問い合せは、必ず団体代表者又は責任者、利用者ご本人 

が、運転免許証等本人確認のできるものを施設窓口にご持参のうえ行ってください。 

 

4. 対象施設 

施設名 住所 電話 

門司生涯学習センター 門司区栄町 3-7 332-0887 

門司生涯学習センター大里分館 門司区下馬寄 6-8 371-4649 

生涯学習総合センター 
小倉北区大門 1-6-43 

571-2712 

婦人会館（生涯学習総合センターに併設） 592-1411 

小倉南生涯学習センター 小倉南区若園 5-1-5 931-1286 

小倉南生涯学習センター北方分館 小倉南区北方 3-32-3 951-0114 

若松生涯学習センター 若松区本町 3-13-1 751-8683 

八幡東生涯学習センター 八幡東区平野 1-1-1 671-6561 

八幡東生涯学習センター尾倉分館 八幡東区尾倉 2-6-6 661-1122 

八幡西生涯学習総合センター 八幡西区黒崎 3-15-3 641-9360 

八幡西生涯学習総合センター折尾分館 八幡西区南鷹見町 6-1 691-5653 

戸畑生涯学習センター 戸畑区中本町 7-20 882-4281 

 ̧ 開館時間は、午前 9 時から午後 10 時までです。 

 ̧ 休館日は、月曜日（月曜日が祝日の場合その翌日）及び年末年始（12 月 29 日～1 月 

3 日）となります。ただし、生涯学習総合センター、婦人会館及び八幡西生涯学習総合 

センターの休館日は、年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）です。 

 ̧ 若松生涯学習センターは、令和３年度に大規模改修のため休館していましたが、令和 

４年４月から再オープンします。 

 

5. 予約(=使用申請)の方法とスケジュール 

① 毎月１日（その日が休館日の場合は翌日）の 9 時から、翌月から３月目の月（例えば、 

７月 1 日の予約受付では１０月）の使用申請（以下、「月初めの使用申請」と言います。） 

を受付けます。なお、館によって受付時間等が異なる場合があります。 

② 営利を伴う使用、個人使用については、月初めの使用申請に参加できません。 

③ 月初めの使用申請の翌日より、以下の方法で先着順に予約（使用申請）を受け付けます。 

予約（＝使用申請）方法 受 付 期 間 

システムによる予約 

（要 ID、パスワード） 

※原則、24 時間受付可。1 ３

㌻以降をご参照ください。 

月初めの使用申請の翌日午前 0 時～使用予定の 8 日前 

※体育室、テニスコート、トレーニング室等は対象外。 

電話・窓口での予約（要 ID） 

※開館時間のみ受付可 

月初めの使用申請の翌日（開館日）の午前 9 時～使用

予定日 
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【10 月 15 日に使用する場合の予約スケジュール】 

期 間 

 

 

予約方法 

3 か月前の 

月の最初の

開館日 

3 か月前の 

月の最初の

開館日翌日 

～ 
31
日
前 

30
日
前 

～ 
8
日
前 

7
日
前 

～ 
利
用
日 

日付 7/1  7/2  ～ 9/14  9/15  ～ 10/7  10/8  ～ 10/15  

月初めの 

使用申請 
〇       

スマホ等に

よる予約 
 〇 〇 〇 〇   

窓口、電話

による予約 
 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

予約制限 

・週 1 回まで 

・1 回につき連続 4 時間まで 

・１室のみ 

・営利を伴う使用（３㌻以下）は、２

月前の月から（8/1 から）予約可 

・個人使用の予約不可 

・週 1 回まで 

・1 回につき 

連続８時間まで 

・１室のみ 

・個人使用の予約不

可 

・回数、時間、室数の

制限なし 

・個人使用の予約可 

・予約は、電話、 

窓口のみ 

＜例 外＞ 

・ 講師控室や託児室など、複数の室を一体使用する必要がある場合は、同一日・同一時 

間帯に限り、複数の室の予約が可能です。小倉南生涯学習センターの大ホールは、控室 

として３室まで、八幡東生涯学習センター尾倉分館の舞台ホールは、観覧席として和室 

を２室、控室として講習室を予約できます。 

・ 小倉南生涯学習センターの大ホールと市民ギャラリー、八幡東生涯学習センター尾倉

分館の舞台ホール（これらと一体利用する室を含みます。）は、６月前からの受付が可

能です。上記例示のとおり１０月の利用であれば、４月の月初めの使用申請にご参加く

ださい。なお、システムによる予約はできません。 

・ 予約制限のうち回数と時間については、使用目的上やむを得ない場合は必要最小限の 

範囲内で例外を認める場合があります。窓口でご相談ください。 

 

6. 使用目的の制限の緩和 

生涯学習センター（婦人会館を除く。）は、市民活動拠点施設としてより多くの方に使っ

ていただけるよう、令和３年度から１－３、３－３、４－１、５－１のとおり制限を緩和す

るとともに、予約開始時期及び使用料等の見直しを行いました。 

なお、４－２に該当する場合は使用できません。 

 

Ⅰ 利用の拡大、予約開始時期、使用料について 

１ 営利を主目的としない団体 

１－１減免を受ける団体がその目的のために行う活動（報酬等金額が基準内） 

【具体例】学習会、研究会、説明会、会議等 

      【予約開始時期】３月前  【使用料】減免 
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     ※報酬等金額基準（①かつ②） 

      ①講師謝礼：月額２４，０００円以内（１回当たり６，０００円以内） 

           （材料費、印刷費、運搬費、検定料等の実費は除く。） 

      ②①に係る会員の負担金：月額１，８００円以内／人 

 

１－２減免を受けない団体がその目的のために行う活動（報酬等金額が基準内） 

      【具体例】学習会、研究会、説明会、会議、検定等 

      【予約開始時期】３月前  【使用料】通常の使用料 

 

１－３団体がその目的のために行う活動（報酬等金額が基準超又は関連物品販売有） 

【具体例】学習会、研究会、説明会、会議等 

      【予約開始時期】２月前  【使用料】通常の使用料の５倍に相当する額 

 

２ 営利を主目的としない団体、民間教育事業者及びその他事業者 

２－１団体がその目的のために行う活動ではないが、公益性を有するとみなされる活 

   動 

○地域貢献活動 

【具体例】祭りや伝統行事、地域における文化やスポーツ振興活動、環境保全 

活動、育児支援、職場体験（インターンシップ）の受け入れ、社会 

福祉活動（高齢者や障害者向け就労支援）等 

     ○団体が主催する従業員等対象の公益性を有する研修や会議 

【具体例】人権研修、安全・衛生研修等 

     ○団体が主催する従業員等対象の心身健康維持活動 

【具体例】健康診断、親睦会、レクリエーション 

    ※以上について、【予約開始時期】３月前  【使用料】通常の使用料 

 

３ 民間教育事業者 

３－１学習成果披露を目的とした発表会 

【具体例】習字教室（講師）主催の作品展示会、ピアノ教室（講師）主催の発 

表会等 

【予約開始時期】３月前  【使用料】通常の使用料 

 

３－２講師主催のサークル活動、私塾、資格取得講座、講師研修、検定（報酬等金額 

が基準内） 

【具体例】手芸・習字・英語等の教室、進学塾、講師育成のための研修等 

【予約開始時期】３月前  【使用料】通常の使用料 

 

３－３講師主催のサークル活動、私塾、資格取得講座、講師研修、検定（報酬等金額 

が基準超又は関連物品販売有） 

【具体例】手芸・習字・英語等の教室、進学塾、講師育成のための研修等 

【予約開始時期】２月前  【使用料】通常の使用料の５倍に相当する額 
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４ その他事業者 

４－１企業活動に関連する研修や会議等 

【具体例】企業の営業会議、求人募集、面接、会社説明会、入社式、表彰式、 

社員の技術向上研修等 

【予約開始時期】２月前  【使用料】通常の使用料の５倍に相当する額 

 

４－２展示即売、商品販売、売買契約等の直接的な営利行為、物品販売を伴う会議等 

   ⇒ 使用不可 

  【具体例】展示即売、商品販売、売買契約行為、注文書配布等 

 

５ 個人 

５－１個人学習、練習 

      【予約開始時期】７日前  【使用料】通常の使用料 

※ 市内居住の年長者（６５才以上）・障害者が、体育室、トレーニング室及びテ 

ニスコートの共用使用をする場合は、使用料の減免制度があります。 

 

※施設使用団体（者）の定義 

  １ 営利を主目的としない団体 

●社会教育関係団体、学校教育関係団体、社会福祉団体、自治組織若しくはこれら 

に準ずる団体 

●非営利法人（一般・公益社団法人、一般・公益財団法人、ＮＰＯ法人等）等 

  

  ２ 民間教育事業者 

   ●ピアノ、そろばん等の先生、進学塾経営などの個人事業主 

   ●カルチャーセンターや進学塾などの法人 

 

  ３ その他事業者 

   ●営利企業等（個人事業主を含む。民間教育事業者を除く。） 

 

  ４ 個人 

 

※その他 

1  使用料の５倍は、各生涯学習センターの会議室等に適用します。体育室、トレーニ

ング室、テニスコート、舞台ホールには適用しません。 

 

２ 使用料が５倍となる場合の予約開始時期は、通常の１月遅れとなります。 

  （３月前 ⇒ ２月前、６月前 ⇒ ５月前） 

 

Ⅱ 使用料の減免について 

  営利を主目的としない団体のうち、社会教育関係団体、学校教育関係団体、社会福祉団

体、自治組織若しくはこれらに準ずる団体については、使用料の減免が適用される場合が

あります。詳しくは、各生涯学習センターにお問い合わせください。 
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7. 施設使用上の注意 

① 施設管理者の指示には、必ず従ってください。 

② 次の感染症予防にご協力ください。なお、発熱等風邪の症状がある場合は入館ができ 

ませんので、ご了承ください。 

・マスクの着用 

・自宅又は入館時の検温 

・入館時の手指のアルコール消毒 

・連絡先の申告 

・ソーシャルディスタンス（１～２ｍ）の確保 

・室の定員数の遵守（感染症対策のため、通常の半数以下でお願いしています。） 

・使用中の室内の換気（窓口で、二酸化炭素濃度測定器を貸出しています。） 

・室使用後の室内の片付けとアルコール消毒（消毒液と布きんは窓口でお貸しします。） 

・ごみの持ち帰り 

③ 使用時間（鍵の返却までの時間）を遵守してください。なお、やむを得ず使用時間を 

延長したい場合は、後続の使用者に迷惑がかからない範囲で可能ですので、窓口にご相 

談ください。延長に係る追加の使用料は、お帰りの際に冷暖房使用料や器具使用料と併 

せてお支払いください。 

④ 冷暖房使用料は、減免の対象外です。 

⑤ 市外居住者、市外団体の使用に係る各室使用料は、原則として通常の２倍になります。 

⑥ 使用料は使用当日にお支払いいただきます。仮に使用料を前納した後自己都合等で使 

用を取りやめた場合や使用日時、室を変更した場合は、使用料の返還ができず、別途変 

更後の使用料が必要となることがあります。 

 

8. 禁止事項 

次に該当するときは申し込みをお断りし、または使用許可後においても取り消し、若しく

は使用を制限することがあります。 

① 使用申請等の内容に虚偽があった場合 

② 生涯学習センター、婦人会館の設置目的に反する場合 

③ 他の使用者に危害若しくは迷惑を及ぼす、あるいはその恐れがある場合 

④ 建物及び設備を損傷・汚損する、あるいはその恐れがある場合 

⑤ 使用者が暴力団員若しくは暴力団又は暴力団員との関係者等である場合 

※関係官公庁へ照会する場合があります。 

⑥ 登録内容に変更が生じた際に、すみやかに変更の手続きを行わなかった場合 

⑦ 生涯学習センターの管理運営上支障があると認められる場合 

※例えば、正当な理由なく利用直前のキャンセルを繰り返す場合など  
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9. 使用料金表 

（1） 各室使用料 
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ᴇὙ 210 Л 
 

 

̝Ὑ 

›̸Ὑ 
120 Л 

 410 Л  ᴇὙ Ὑ 210 Л 

ỷ˲̝  

̝ Ὑ 120 Л  Ὑ 270 Л 

ᴇὙ Ὑ 210 Л 
 

Ў₮  

̝Ὑ 

ᴇὙ  
120 Л 

ֶ 

ʹὙ 

ᴇὙ

Ὑ 

Ὑ 

210 Л 

 

ᴇὙ  

Ὑ 
210 Л 

̝ Ὑ 

ᴇὙ 

270 Л 

 ḫ 

› Ὑ 

Ὑ 

410 Л 

ḫ 

̝ Ὑ 
410 Л 

 

ᾭΈѝ  

Ὑ 

ᴇὙ 
120 Л 

Ẏ ѝ  

1 Ὑ 

Ὑ 
210 Л 

 
Ὑ 210 Л 

ᴇὙ 270 Л  

Ў₮  

ֻ 

Ẏ̝ Ὑ 410 Л 

Ὑ 410 Л  ẉ Ὑ 270 Л 

ᾛΈӳ 

ᴇὙ ̝ Ὑ 210 Л 

 ̝ Ὑ 

ᴇὙ 

Ὑ 

210 Л 

Ὑ 270 Л  

ᾭѝ  
̝ Ὑ 210 Л 

ѩ̝ Ὑ 

Ὑ 
410 Л 

̝ Ὑ  420 Л 

 
̝Ὑ 

120 Л 
ẉ Ὑ 

○ 市内に事務所を有する社会教育関係団体、学校教育関係団体、社会福祉団体、自治組織及びこれ

らに準ずると認められた団体が、その目的のために施設を使用する場合、減免申請書の提出によ

り使用料を 10 割減免します。 
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（2） 小倉南生涯学習センター 大ホール・市民ギャラリー使用料 

 ̧ 大ホール使用料 

区分 A ････入場料等の最高額が 1 人 1 回につき、1,000 円以下 

区分 B････入場料等の最高額が 1 人 1 回につき、1,000 円を超え、3,000 円以下 

区分 C････入場料等の最高額が 1 人 1 回につき、3,000 円を超えるとき 

 

 ̧ 市民ギャラリー使用料 

9 ～18 時 18 時以降 22 時まで 

1,800 円 300 円/ 時 を加算 

 

○ 市内に事務所を有する社会教育関係団体、学校教育関係団体、社会福祉団体、自治組織及びこれ 

らに準ずると認められた団体が、その目的のために施設を利用する場合、使用料を 5 割減免しま 

す。また、市と共催により使用する場合は、減免申請書及び共催証明書の提出により 10 割減免 

します。 

  

Ẏ  

Ӣѝ 

 

Ӣѝ 

9 00  

12 00 

12 00

13 00 

13 00

17 00 

17 00

18 00 

18 00

22 00 

Ӣѝ A 
₳  5,400 Л 2,130 Л 8,550 Л 2,700 Л 10,800 Л 

ᶽ  6,450 Л 2,580 Л 10,350 Л 3,220 Л 12,900 Л 

Ӣѝ B 
₳  8,100 Л 3,220 Л 12,900 Л 4,050 Л 16,200 Л 

ᶽ  9,600 Л 3,860 Л 15,450 Л 4,830 Л 19,350 Л 

Ӣѝ C 
₳  10,800 Л 4,310 Л 17,250 Л 5,400 Л 21,600 Л 

ᶽ  12,900 Л 5,170 Л 20,700 Л 6,450 Л 25,800 Л 

˿  

A 5 Ҋ  

₳  2,700 Л 1,065 Л 4,275 Л 1,350 Л 5,400 Л 

ᶽ  3,225 Л 1,290 Л 5,175 Л 1,610 Л 6,450 Л 

 

A 10 Ҋ  

₳  5,400 Л 2,130 Л 8,550 Л 2,700 Л 10,800 Л 

ᶽ  6,450 Л 2,580 Л 10,350 Л 3,220 Л 12,900 Л 
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（3） 体育室・トレーニング室・テニスコート使用料(大里分館・尾倉分館・折尾分館) 

 

 Ὑ׀ їӴ̬ ̓  

Ẏ ѝ  
̱ Ὑ 

ᾐ ( ) 1,850 Л 

В ( )ᾛʴ 70 Л 

В ( )  150 Л 

В ( )ʝ  300 Л 

В ( )₴  90 Л 

Ὑ В ( )ʝ  300 Л 

ᾭΈѝ  ̱ Ὑ 

ᾐ ( ) 1,120 Л 

В ( )ᾛʴ 70 Л 

В ( )  150 Л 

В ( )ʝ  300 Л 

В ( )₴  90 Л 

ᾭѝ  

̱ Ὑ 

ᾐ ( ) 1,500 Л 

В ( )ᾛʴ 70 Л 

В ( )  150 Л 

В ( )ʝ  220 Л 

В ( )₴  60 Л 

 

В ( )ᾛʴ 70 Л 

В ( )  150 Л 

В ( )ʝ  220 Л 

В ( )₴  60 Л 

 

年長者（６５才以上）・障害者の市内居住者には、減免制度があります。 

 【使用料減免の取扱い（対象：共用のみ）】 

〇年長者減免（７割） 

    市内に居住する６５歳以上の利用者対象 

    （公的機関が発行した住所、氏名及び生年月日が確認できる証明書（運転免許証、 

健康保険被保険者証、マイナンバーカード等）を提示して使用の許可を受けた場 

合に限る。） 

 

   〇障害者減免（１０割） 

    市内に居住する療育手帳、身体障害者手帳又は精神障害者保健福祉手帳の交付を受 

けた利用者対象（当該手帳を提示して使用の許可を受けた場合に限る。） 
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（4） 尾倉分館 舞台ホール及び舞台ホールと一体使用の場合の和室使用料 

 

Ὑ׀ їӴ̬ ̓  

ְ  

  1,870 Л 

  2,800 Л 

  3,740 Л 

ᴇὙ( ְ ʝ̱ѫ ) 

  120 Л 

  180 Л 

  240 Л 

ᴇὙ( ְ ʝ̱ѫ ) 

  120 Л 

  180 Л 

  240 Л 

 

区分 A ････入場料等の最高額が 1 人 1 回につき、1,000 円以下 

区分 B････入場料等の最高額が 1 人 1 回につき、1,000 円を超え 3,000 円以下 

区分 C････入場料等の最高額が 1 人 1 回につき、3,000 円を超えるとき 

 

○ 市内に事務所を有する社会教育関係団体、学校教育関係団体、社会福祉団体、自治組織及びこ 

れらに準ずると認められた団体が、その目的のために施設を使用する場合、使用料を 5 割減免し

ます。また、市と共催により使用する場合は、減免申請書及び共催証明書の提出により 10 割減免

します。 
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（5） 器具使用料 

 ᶅЕ ̓  ρ  

ἶ

 

 (1 ְ) 
1  

60 Л 

1  ְ ρ

ד  

 

2 ̓

♣ ד  

 (1 Ή) 1 ᶥ 150 Л 

ֶ

 

ἶ

 

1 2 ̝ Ὑ 

ρ 

1  

900 Л 

Ẏ

ѝ

 

 1 ᶥ 3,000 Л 

ᾛ
Έ
ӳ

ἶ

 
Ẏ

 

ρ 
1  

1,500 Л 

ְ ρ 
1  

1,500 Л 

 1 ᶥ 3,000 Л 

̸ְ 

(10 ̊ʣ) 
1 ᶥ 5,400 Л 

̸ְ 

(10 ) 
1 ᶥ 2,700 Л 

Ὑ 

ρ 
1  

600 Л 

○ 市内に事務所を有する社会教育関係団体、学校教育関係団体、社会福祉団体、自治組織及びこれ

らに準ずると認められた団体が、その目的のために器具・設備等を使用する場合、減免申請書の提

出により器具使用料を 10 割減免します。ただし、小倉南生涯学習センター大ホールの器具使用

料は 5 割減免となります。  
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（6） 冷暖房等使用料 

ρ  ̓  

л

ρ 

ֶ  

ἶ  

ḫ 
30 ѝ  

 
420 Л 

̝ Ὑ 

̝ Ὑ 

30 ѝ  

 
210 Л 

50 ₳

̀ Ὑ 

30 ѝ  

 
70 Л 

50 ₳ ̊ʣ

̀ Ὑ 

30 ѝ  

 
140 Л 

ᾛΈӳ  

ἶ  

Ẏ  
30 ѝ  

 
1,400 Л 

Ὑ 
30 ѝ  

 
280 Л 

Ὑ 

ѩ ̝ Ὑ 

30 ѝ  

 
210 Л 

̝ Ὑ 

ᴇ Ὑ 

30 ѝ  

 
140 Л 

̀  

ἶ  
 

50 ₳  

ᾶ 

30 ѝ  

 
70 Л 

50 ₳ ̊ʣ 

100 ₳ ᾶ 

30 ѝ  

 
140 Л 

100 ₳ ̊ʣ 

150 ₳ ᾶ 

30 ѝ  

 
210 Л 

150 ₳ ̊ʣ 

250 ₳ ᾶ 

30 ѝ  

 
280 Л 

250 ₳ ̊ʣ 

ᾶ 

30 ѝ  

 
420 Л 

電気設備 › Ὑ  
30 ѝ  

 
230 Л 

※冷暖房使用料は、減免の対象外です。 
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10. 予約システムの動作環境とアクセス 

 ̧ 本システムの動作環境 

 

 ̧ 施設予約システムのアクセス 

（1） パソコン 

北九州市ホームページ内の「北九州市施設予約システム（外部リンク）」より 

（2） スマートフォン 

北九州市ホームページ内の 

「【スマートフォン用】北九州市施設予約システム（外部リンク）｣より 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 従来の携帯電話 

施設予約ページ URL「https://www.task-asp.net/cu/eg/ykm401005.task」より 

 

 

 

 

 

 

 

★ 上記ＱＲコードを読み取っていただき、次ページ以降の手順に沿って操作 

をしてください。簡単に予約登録ができます。 

OS Microsoft Windows 7／8／8.1／10，Mac OS X 

Web 

ブラウザ 

Internet Explorer 11（推奨）／ Microsoft Edge ／ Firefox ／ 

Opera ／ Safari ／ Chrome  

その他 北九州市公共施設予約システムは、一部の画面に JavaScript（ジャバスクリ

プト）を使用しています。ご利用の際は「JavaScript を有効」に設定してくだ

さい。 

スマートフォンをご利用になる場合は、スマートフォン版施設予約システムを

ご利用ください。 

ブラウザの「戻る」「進む」機能を使用すると、その後の動作は保障されませ

ん。ブラウザの「戻る」「進む」機能を使用すると、警告画面が表示されます

ので、再びメニュー画面から操作し直してください。 

（スマートフォン用QRコード） 

（従来の携帯電話用QRコード） 
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11. 施設予約の手順 

スタート画面 

 

 

利用する施設の選択 

 

 

 

 

  

「施設の案内・予約」をクリック 

利用したい施設を検索 
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空き情報の確認・利用する部屋と日にちの選択 

 

 

 

  

空き情報を確認して、 

予約したい部屋・日にちのマスをクリック 



16 

時間帯の入力 

 

 

  

利用したい時間帯に

チェック 

時間帯を選択した後「予約内容の入力へ」をクリック 



17 

ログイン 

 

 

予約内容の入力 

 

  

利用者 IDとパスワードを 

入力してログイン 

必要事項を記入して 

「予約カゴに登録」 



18 

申込に進む 

 

 

  

「申込に進む」を

クリック 



19 

申し込み内容の確認 

 

 

申し込み完了 

 

これで完了です。 

内容を確認し、 

「予約する」をクリック 


